

























































































　　　　・実習時間を午前８時から午後６時の間の 7.5 時間とし、途中 45 分間以上の休憩時間をとる
　　　　・実習は連続して６日までとし、間に１日以上の休日を入れる
　②シラバスの内容を網羅した実習プログラムの作成
　　　（別表１）
２．社養協（現ソ教連）「相談援助実習ガイドライン」に準拠すること
　①３段階実習（職場、職種、ソーシャルワーク実習）で構成する
　②ガイドラインの項目を実習プログラムに明示する
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３．ソーシャルワーク実践の現場の臨場感を最大限追求すること
　①オンデマンド教材の作成にゲスト講師を積極的に活用する
　②実践現場と結んだインタビューの導入等を工夫する
４．スーパービジョン体制を確保すること
　①実習期間中に巡回指導教員による実習スーパービジョンを実施する
　②実習指導クラス教員による事中指導を実施する
表１　Web実習プログラムの項目（抄）
 
〈本学部の強み〉
①現行カリキュラム開始時に社会福祉学部と共通の実習指導テキスト（日本福祉大学社会福祉実習教育研究
センター監修/浅原・明星ほか編（2011）『ソーシャルワークを学ぶ人のための相談援助実習』中央法規出
版）を作成して活用しており、Web実習のフィールドの決定が容易であった
②実習指導者講習会修了者、同講習会講師経験者である教員が実習プログラムを作成できる体制があった
③提携社会福祉法人や実習、研究等で関係性のある施設や実習指導者の協力を得ることが見込まれた
〈課題となったこと〉
①コロナ対応で繁忙な施設に協力を依頼することが負担とならないかという懸念
②利用者に登場いただくことはプライバシー保護の関係から困難な状況
③ゲスト講師の謝金等の予算措置
④オンデマンド教材作成に係る予算措置
⑤Web実習としてのLMSの装填と視聴履歴の管理方法
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２）実習プログラムの決定
　5月12日実習センター運営会議にて、福祉経営学部の代替実習（Web実習）を実施することを報告し、同日
の実習・演習教育委員会においてこれを承認し、Web実習版の学生向けの「実習の手引」、教員向けの「実習
教育パッケージ」を作成することを決定した。5月14日の学部教授会では、実習先から受け入れ不可の申し出
のあった施設の情報の整理をしたうえで、改めてすべての実習をWeb実習に切り替えることとWeb実習の体
系、Web実習プログラムを決定した。
表２　Web実習プログラムの概要
 
３）学生への対応
　4月には実習予定の学生からの問い合わせや実習に関する不安等が連日寄せられるようになり、学生の不安
を軽減し、不確実な情報で混乱を招くことがないよう、学部方針の決定ごとに、学生と共有すべき事柄につい
て段階的に学生向けの通知を行った。
　4月13日「学部長メッセージ」
　　　　　「2020年度相談援助演習Ⅲ前期スクーリングおよび相談援助実習指導Ⅱの中止に関して（第１報）」
　4月20日「2020年度相談援助演習Ⅲ前期スクーリングの代替措置に関して（第２報）」
　　　　　「2020年度相談援助実習指導Ⅱ前期スクーリングの代替措置に関して（第２報）」
　4月23日「実習の手引２」修正版（Web実習向けに内容を更新したもの）
　5月19日「2020年度相談援助演習Ⅲ、相談援助実習指導Ⅱおよび相談援助実習の代替措置について（第３報）」
　通知に対しては、個々の事情に照らした詳細な説明を求める質問等も多く、対応の工夫を要した。続報に
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「よくある質問」を追加したり、詳細決定の時期をアナウンスするなど通知上の工夫と並行して、オンライン
で寄せられる質問に対しては社会福祉士グループが中心となって対応した。決定済みの事柄と検討中の事柄と
の間で、学生対応には特段の配慮を要した。
４．Web実習の実施に向けた準備期
１）課題検討のための各種会議
　5月15日、前日の教授会決定を受け、資格科目の代替措置に関する臨時会議を開催し、プロジェクトチー
ム、通信教育部事務室、実習センター事務室等の事務者間で役割分担とWeb実習開始までのスケジュールを
確定した。
　5月期は、Web実習の詳細の検討と、「演習Ⅲ」「実習指導Ⅱ」の前期スクーリングの代替授業となるオンデ
マンド教材の作成・撮影が並行した時期である。「実習指導Ⅱ」の教材作成は実習指導を主として担当する助
教3名が担当し、「演習Ⅲ」はプロジェクトチームの4名が担当した。
　5月期のプロジェクトチームの検討課題は、具体的な実習日程の設定と巡回指導の体制、Web実習プログラ
ムに即したオンデマンド教材作成の分担等である。とくに実習日程の設定では、通常7月1日から10月31日の間
で集中型、分散型で学生ごとにさまざまな実習日程が組まれており、勤務先のある学生にとっては当初予定か
らの変更が困難であることが予測された。前年度の実習日程パターンの分析では、類型化できない多様な実習
実態が明らかとなった。そして、社会人学生に配慮して実習期間と実習パターン（集中型や分散型の具体的な
実習日程）を比較的ゆるやかに認めてきたことが、Web実習の期間設定の大きな壁となった。結果として、
実習期間を8月3日から11月13日のうちの24日間とし、実習日は一定のルールのもとで学生が選択できることと
した。
　また、職場実習－職種実習－ソーシャルワーク実習の3段階実習を効果的に進め、定期的な実習の成果の報
告をもとに実習スーパービジョンを実施するために、24日間を6実習日ずつの4フェーズに区分し、フェーズ終
了ごとに実習日誌と課題レポートの提出を位置づけることとした。
　6月2日の実習・演習教育委員会でWeb実習体系の詳細、オンデマンド教材の撮影スケジュールと作成担当
者を提案し、オンデマンド教材撮影の準備をスタートした。
　6月4日、実習センター事務室、通信教育部事務室、助教を含む実習関係の実務者レベルの「実習リーダー会
議」を開催した。プロジェクトチームは課題を分担し、スケジュール調整や学部間調整、各種手引等のマニュ
アル作成を担当する「全体調整チーム」、オンデマンド教材作成に関する調整や教材作成の支援等を担当する
「教材作成チーム」の２チーム体制に再編し、各チームで取組むべき課題とスケジュールを確認後、実務をス
タートさせた。
　全体調整チーム：学生向け「実習の手引２（Web実習版）」
　　　　　　　　　教員向け「実習教育パッケージ」（Web実習版）
　　　　　　　　　実習指導講師向け「実習巡回の手引（Web実習版）
　教材作成チーム：オンデマンド教材作成のマネジメント
　　　　　　　　　ゲスト講師等の調整
　　　　　　　　　課題（ワーク）シートの調製（担当教員提出のものをトレース）
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図２　プロジェクトチーム概念図
〈本学部の強み〉
①助教を中心に「実習の手引」等のマニュアルを平時から作成しており、そのノウハウがあった
②毎年教員向けの「実習教育パッケージ」を作成し、非常勤講師を含めてこれにそって実習教育を行ってお
り、Web実習版のパッケージの作成がスムーズにできたこと、これによりすべての教員が代替措置に対
応する素地があった
〈課題となったこと〉
①社会人学生の実習日程の多様さへの対応
②Web実習への変更に伴う非常勤講師の業務内容の変更と負担の増加
③聴覚障害のある学生への情報保障
２）Web実習オンデマンド教材の撮影
　オンデマンド教材作成は、学部の専任教員全員が1講以上を担当することとした。担当者は、オンデマンド
教材として資料スライドやロールプレイ等の台本等の作成・撮影と、それに付随する課題（ワーク）シートを
作成することとし、専門領域にあわせて単独あるいは共同で講を担当した。フェーズごとに決めた「教材作成
チーム」の教員がスケジュール調整やフェーズごとの教材内容の調整等のサポート業務を担当し、6月中旬か
ら撮影を開始した。
　撮影は、学内スタジオでの撮影、教職員の協力を得たホームビデオによる撮影、パソコンによる自撮り等に
よって同時並行で進めた。新型コロナウイルス感染症の拡大の影響で、大学近隣の施設等を除いては施設を訪
問して取材や撮影することができず、学外ゲストについてはZoomによるインタビューを録画するなどの対応
とした。学外からは、15施設・事業所、28名のゲストに協力をいただいた。学外ゲストは、提携社会福祉法
人、本学の非常勤講師、実習指導講師（巡回指導教員）、指定実習施設等を中心に登場していただいた。
　オンデマンド教材には、聴覚障害の学生への対応が必要であった。教材作成の担当教員からの原稿提出や、
文字起こしを依頼して、すべての教材にテロップをつけた。教材にテロップをつける作業には相当の時間を要
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し、教材アップロードまでの時間が限られた中ではハードルの高い作業となった。
　
３）課題（ワーク）シートの作成
　オンデマンド教材作成担当者は、教材に対応する課題（ワーク）シートの作成も担当した。オンデマンド視
聴後に、各日3.5時間相当の学習時間で学生が作成するレポートの設計である。実習プログラムのねらいに即
して、当日の実習内容に関する調べ学習をもとにしたレポートや、模擬面接に代わる会話記録、アセスメント
シートの記録、プランニングシートを活用した支援計画作成など多様な課題を作成した。
　作成にあたっては、フェーズ内の担当教員間で協議したり、教材作成チームに相談したりできる支援体制を
とった。また、提出された課題（ワーク）シートについて教材作成チームが内容の点検、様式のトレースをし
て学生に提示する教材を完成させた。これにより、実習プログラムと課題の整合、全日程を通した課題の一貫
性の担保を図った。
４）実習指導講師（巡回指導担当教員）への対応
　実習期間中、1フェーズが終わるごとに従来の巡回指導に代わる実習スーパービジョンを実施することとし
た。原則として期中3回、Zoomまたは電話による個別指導を行うものである。Zoonを活用したオンラインに
よる対面での個別指導を原則とすることを検討したものの、非常勤講師の通信環境が十分に整っておらず、対
応が困難であることが予測されたため、電話による指導も選択肢として残すこととした。
　福祉経営学部では、全国に約200名の実習指導講師を委嘱しており、実習指導Ⅱのクラス担当教員との連携
のもとで巡回指導を実施している。例年は、5、6月期の前期スクーリング時に実習指導講師研修会およびクラ
ス担当教員との合同授業、学生との事前面接を実施しているが、スクーリングの中止に伴い、同研修会や事前
面接を実施することができなかった。このため「Web実習巡回指導の手引」を作成し、研修会を代替するこ
ととした。
　「Web実習巡回指導の手引」では、Web実習プログラムのねらいに即したスーパービジョンの実施方法、そ
のためのフェーズごとの「巡回指導チェックリスト」等を掲載し、例年とは異なるスーパービジョンのイメー
ジをつかめるものとした。このチェックリストは、経験の浅い講師にとってはスーパービジョンのミニマムの
内容として好評を得た。
　この時期、施設を巡回して対面で実施するスーパービジョンではなく遠隔の指導の形態となることへの不
安、新型コロナウイルス感染症対応で本務多忙等を理由とする巡回指導の委嘱辞退等の申し出が相次いだ。各
エリアで「Web実習巡回指導の手引」に基づく個別説明等を行い、理解を得て指導を継続していただいた一
方で、代替措置としてのWeb実習という形態そのものへの疑問から委嘱辞退のケースもあった。
　実習指導講師の辞退は、学内教員が実習スーパービジョンを追加して担当することとし、一部の教員につい
ては実習スーパービジョンが延べ40回を超えることとなった。また、海外在住の学生も実習のための帰国がで
きず、在住国でのWeb実習受講となったが、実習スーパービジョンは学内教員が担当し、日本時間での実施
とした。
〈課題となったこと〉
①通信環境調査により、実習指導講師の半数がZoom活用の環境がないか、使いこなせないことが明らか
②Zoomによる対面が望ましいが、電話による個別指導であっても、実習日誌等の資料を活用して有効な
スーパービジョンを展開していただく
③実習スーパービジョンの回数増による実習指導講師の負担増および報酬の問題
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④海外在住の学生への対応
５）実習期間中の学生に対する支援体制
　通常の実習とWeb実習の大きな違いは、Web実習には実習指導者が存在しないことである。通常実習であ
れば、実習先の実習指導者が日々の実習を見守り、実習プログラムの進行をたすけ、実習スーパービジョンを
実施してくださる。しかしWeb実習では、学生が一人でオンラインの教材と向き合う毎日であり、直接の指
導の機会はフェーズごとの巡回指導教員による実習スーパービジョンに限られた。
　実習指導者による指導を補填するための方策をクラス担当教員と協議し、①実習日誌に対するコメント（必
須）、②課題（ワーク）シートに対する添削等の指導（必要に応じ）をクラス担当が行うこととした。
　また、巡回指導教員と学生との連絡はメールで行うこととし、クラス担当教員にも同報することでクラス担
当教員が状況を把握するとともに、実習スーパービジョンのつど、巡回指導教員からの報告を受けることとし
た。これにより、巡回指導教員とクラス担当教員とが連携して学生のサポートを行うことができるようにし
た。
　オンデマンド視聴にあたってのシステム利用上のサポートは、日常システムサポートを担当するICTサポー
トデスクが担当することとした。同サポートデスクは平日の昼間の時間帯のみの対応であり、土日・祝日に
Web実習を実施する場合には対応ができなかった。また、大学全体が夏季休業期間となる8月中旬は、Web実
習日程から除外することとした。
６）教材の実装
　Web実習開始を8月3日とし、LMS（nfu.jp）上に各フェーズの科目ホームを開設し、順次教材をアップし
た。実習日程が比較的自由に選択できるため、実習日数と実習時間を担保するために、教材装填のうえでいく
つかの制御をかけた。
①オンデマンド教材の初回視聴時は、シークバーによる早送りができない
②1日分の視聴を終えなければ次の教材の視聴ができない
③視聴時間を履歴として自動記録する
　科目ホームには、オンデマンド教材のほか教材スライド資料（テロップを含む）、課題（ワーク）シートを
掲示し、学生がダウンロードして必要に応じてプリントアウトして使用することとした。学生の学習環境と
してプリンターを必須条件としていないため、課題の作成はword入力でデータファイルを提出することとし
た。提示した資料は必ずしもプリントアウトするものではないが、多くの学生がプリントアウトしている実態
があった。
　1フェーズ（6実習日）ごとに提出する実習日誌と課題（ワーク）シートは、相談援助実習指導で活用して
いる課題管理システム３）から提出することとし、クラス担当教員がインターネット上で確認できるようにし
た。また、巡回指導教員には、フェーズ終了ごとに学生から実習日誌をメールで送付することとした。
５.Web実習開始から終了後
１）Web実習の開始
　8月3日のWeb実習初日からの6日間（第1フェーズ）は、プロジェクトチームがオンデマンド視聴状況やICT
サポートデスクへの問い合わせ状況のモニタリングを実施した。学生からの問い合わせの内容、システム上の
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不具合などの課題を日々整理し、対策を検討した。とくにオンデマンド教材について1日分3時間を1ファイル
で装填したためフリーズが生じやすく、休憩等の一時停止をした場合に多発するなどの事象がわかり、教材を
複数ファイルに分割して装填するなどの修正を実施した。第2フェーズ以降はおおむね順調であった。
２）実習期間中の課題
　Web実習が進むにつれて、想定内、想定外のトラブルをはじめさまざまな課題が表出した。それらをプロ
ジェクトチームで受け止め、内容によって学部委員会に共有、担当部署と調整、教材作成チームによる対応な
どを実施した。
　想定外のトラブルとしては、実習期間中に大雨や台風などの影響で停電が生じ、離島部の学生が数日間にわ
たってインターネットの環境を必要とするWeb実習ができなくなったり、避難勧告を受けて避難を余儀なく
されたりしたことである。通常の実習期間にも災害による中断はあり得るが、実習の予備日の設定などの配慮
が必要な事案となった。
　＊Web実習そのものの評価は上山崎報告参照
〈課題となったこと〉
①実習日程の設定が不適切（7日以上の連続など）な事例
②課題（ワーク）の取組みに時間を要し、1日の実習が夜間帯にまで及ぶ事例
③即時対面型の実習指導がないWeb実習体制になじめない／不安を訴える事例
④実習日誌が書けず提出が滞る事例
⑤新型コロナウイルスの感染状況の拡大に伴い、学生の子どもの休校・休園で日中に学習環境が確保できな
くなった事例
　
３）実習終了後
　11月13日に全学生のWeb実習を終了した。当初の実習予定者656名のうちWeb実習を終了した者は610名で
あった。46名については、実習開始前の取止め23名、実習中止23名であった。実習開始前の取止めの中には、
配属実習を希望してWeb実習を回避し、次年度以降に実習を延期した者も複数含まれている。実習中止は体
調不良や自己都合によるもののほか、所定の提出物が提出できなくなったり実習についていけなくなったりし
た者が16名含まれ、平年に比べて多かった。Web実習における学生のサポートのありようが問われる事象と
いえよう。
　実習終了後、オンデマンド教材の視聴履歴調査を実施した。視聴履歴調査は膨大なデータ量となり、想定外
の業務量となった。社会福祉士グループで抽出した不適切な履歴についてクラス担当教員に精査を求め、実習
要件を満たしていないと判断されるものについては、追加実習を実施した。不適切な視聴が行われた背景に
は、実習日程を学生が選択できるようにしたことによるシステム上の制御の限界と、適切な視聴に関するアナ
ウンスの理解が十分でないことなどが考えられ、次年度以降にもWeb実習を実施する場合には、改善を要す
る課題となった。
６．2020年度Web実習をふりかえって
１）代替措置としてのWeb実習の成果と課題
　１－Web実習の成果
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　　①プログラムの一貫性が担保できる
社養協（ソ教連）の「実習ガイドライン」にそって実習プログラムを作成し、プログラムのねらいに
そった実習教材を提供した。これにより、以下の点が評価できる。
・学生にも教員にも実習の全体を見通すことのできる一貫性のある実習内容となった
・メゾ、マクロ領域（とくに地域関連）のプログラムの提供を提供することができた
　　②ゲストによる臨場感のあるプログラムと教員のまとめ
通常の実習では実習指導者に同行して学ぶことが多いが、その代替として施設職員をゲスト講師に迎
え、実践事例に関する講義や模擬カンファレンス、教員とのインタビュー等を担当していただいた。そ
れにより以下の点が評価できる。
・現場で起きている事象に着目するだけでなく、ソーシャルワーカーの実践の意図やスキルといった
「手の内」が開示された
・教員による補足講義やまとめと課題（ワーク）の取組みにより、プログラムのねらいにそった学び
を補強することができた
　　③ICTを活用した実習スーパービジョンの可能性
Zoom等を活用した実習スーパービジョンは、学生も巡回指導教員も通常の巡回指導と比べても同等の
成果が得られたという受け止めである。システム環境を整えること、実習指導者との三者面談の位置づ
けの検討などの課題は残るが、今後の実習巡回指導の形態の一つとして検討に値する。
２－Web実習の課題
　実習といいながら、実践現場に出て、実際の人や組織との関係の中での学びが展開できず、「仮想」「模擬
的」な実習であることの制約からの課題も多く残された。たとえば、以下の点である。
　　①対人関係をリアルに体験する場の確保ができない
　　②実習時間が長時間化する傾向と学生のストレスの蓄積
　　③学生の通信環境の整備が困難
従来のLMS活用の環境は持っているが、Zoom等を活用するためのマイクやカメラの準備、通信料金の
従量制限（学割は25歳未満）、新たなシステムへ慣熟に関する不安など、通信教育で学ぶ学生でありな
がら新たな通信環境への対応の難しさが明確になった。
　　④クラス担当教員の負担が大きい
実習指導者の役割の一部を担うこととなり、業務量が増加した。実習前のスクーリングをオンデマンド
授業で代替したため、直接対面していない学生を支援する難しさがあった。
　　⑤実習先からの評定がなく、実習の成績評価をしなければならない
通常の実習では、実習先からの評価表をもとに実習後教育をし、最終の成績評価を行うが、Web実習
では実習先からの評定がないため、学生からの提出物と後期スクーリング等の事後教育のみで成績評価
をせざるを得ない。実習としての総合的な評価方法としても検討すべき課題が残った。
２）意思決定の体制づくり
　平時は機関決定までのプロセスや各組織の職掌がルーティン化されている。しかし、コロナ禍における実習
等の代替措置の準備では、迅速性が求められつつ、学部としての意思決定（機関決定）をすべき事柄が多く、
原案の作成と実務的な詰め、関係各所との調整などが混在した。プロジェクトチームへの業務集中、入構制限
による会議開催が困難な中での議論やコミュニケーション、予算措置という壁など、課題は山積みであった。
− 49 −
ここからの教訓は、意思決定、機関決定までの体制をつくることの重要性である。平時から職掌、意思決定の
プロセスを明確にしたうえで、コロナ対応のような緊急事態にはプロジェクトを立ち上げて学部内の取組みに
ついての一定の裁量をもたせること、学内外の調整を学部委員会が担うことなどをあらかじめ合意しておくこ
とが必要であろう。
３）通常業務と緊急対応業務
　教員の業務は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況下における代替措置に係る業務だけではなく、通常の
業務も並行している。例年、6月期から次年度実習の準備や実習先の開拓が始まり、次年度実習生の実習前教
育も始まる。資格スクーリング以外の授業担当者は授業運営も継続している。これらの通常業務を支障なく進
めながら、コロナ禍の緊急対応も行わなければならず、いわば災害時のBCP（事業継続計画）が試されるかの
ようであった。
　特に2020年度は、2021年度から始まる新カリキュラムに基づく社会福祉士養成の科目構成や実習計画等の国
への申請を控え、それだけでも相当の業務量が見込まれる年であった。9月までの申請のために学部で決定す
べきこと、作成する書類等も山積みであった。
　そうしたなかでも代替実習をはじめとする取組みを遂行できたのは、通常から蓄積してきた組織としてのス
キルや教育パッケージ等で進めてきた教育内容の平準化、質の担保といった素地があったからである。本学部
の実習・演習教育には、多数の非常勤講師を委嘱し、毎年教育パッケージに基づく担当教員会議や研修を実施
してきた。2020年度大きな変更を余儀なくされた教育体系においても新たな教育パッケージを提示することで
全教員、職員が共通の認識と合意のものとで教育や学生支援を行うことができたといえる。
　これに加え、今回の緊急事態下で見えてきた新たな課題への対策を進めることにより、この先の少なくとも
数年間は続くであろうコロナ対応や新たに起きうる緊急の事態に対応できる学部の実習教育体制の構築につな
がる手がかりが得られたといえるだろう。
注１）LMS（nfu.jp）：Learning Management System。オンライン上の学習管理システムで、本学ではnfu.jpと呼ん
でいる。本学部では、nfu.jpを活用して、通信教育のオンデマンド教材の配信・視聴、各種テスト、学習や実
習に関する質疑応答、実習教育にかかる手続きや学習課題の提出・添削指導等を実施している。
注２）教育デザイン研究室：オンデマンド教材の作成にあたって、撮影、編集、字幕の装填、教材の配信等を行
う。また、オンデマンド教材作成の技術的なサポートを担当している。
注３）課題管理システム：nfu.jpの機能の一つであり、実習・演習科目の学習課題レポートの提出、教員によるレ
ポート添削指導のやり取り、提出物の管理等の機能をもつ。
【付記】
　本学各学部の社会福祉士実習、精神保健福祉士実習の代替実習に関する取組みについては、2020年９月29日に日
本ソーシャルワーク教育学校連盟主催「新型コロナ対応：実習中止に伴う実習代替プログラムに関する緊急オンラ
イン集会」にて、概要を報告した。
　明星智美「日本福祉大学における実習・代替実習の取り組み－代替実習プログラムの計画と実施－」
